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第
六
節　

付
設
記
録
資
料
館

（
一
）
九
州
文
化
史
資
料
部
門

　
　
　

省
略

（
二
）
産
業
経
済
資
料
部
門

産
業
労
働
研
究
所
か
ら
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
へ

九
州
大
学
法
文
学
部
で
は
、
戦
時
中
か
ら
の
宿
願
で
あ
っ
た
文
科
系
研
究
所
の
設

置
を
敗
戦
後
も
引
き
続
き
要
求
し
た
が
、
研
究
所
に
は
ほ
ど
遠
い
「
産
業
労
働
法
講

座
」
が
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
度
に
わ
ず
か
一
講
座
認
め
ら
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
一
九
四
八
年
度
に
も
予
算
要
求
が
行
わ
れ
た
が
、
進
展
は
み
な
か
っ
た
が
、
一

九
四
九
年
度
に
一
講
座
の
増
設
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
二
講
座
か
ら
な
る
「
産

業
労
働
研
究
所
」
が
一
九
四
九
年
五
月
三
一
日
に
認
可
さ
れ
た
。
同
研
究
所
は
教
授
・

助
教
授
・
助
手
が
そ
れ
ぞ
れ
二
名
の
合
計
六
名
で
構
成
さ
れ
た
。

昭
和
二
〇
年
代
、
鉄
鋼
業
や
石
炭
産
業
、
炭
鉱
経
営
や
労
働
、
労
働
組
合
の
研
究

が
行
わ
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
に
は
炭
鉱
合
理
化
の
研
究
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
三
〇
年

代
前
半
に
は
明
治
期
以
降
の
炭
鉱
関
係
資
料
の
蒐
集
に
も
取
り
組
ん
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
石
炭
か
ら
石
油
に
転
換
し
て
い
く
中
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
の
中
で
、
閉
山
に
伴
う

資
料
散
逸
を
防
ぐ
べ
く
、
資
料
収
集
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
四
〇
年
代
に
入
る
と
、
附
置
研
究
所
の
あ
り
方
が
問
題
に
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
二
部
門
（
政
治
・
法
制
、
経
済
・
経
営
）
か
ら
な
る
研
究
所
の
改
組
拡
充
が
検

討
さ
れ
た
が
、
学
内
の
合
意
形
成
が
捗
ら
な
い
中
、
石
炭
資
料
館
に
改
組
し
、
二
部

門
を
そ
れ
ぞ
れ
法
学
部
・
経
済
学
部
へ
振
替
え
る
と
い
う
骨
子
の
提
案
が
一
九
七
五

年
に
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
方
針
に
基
づ
き
断
続
的
に
検
討
さ
れ
、
経
済
学
部

経
済
工
学
科
の
新
設
（
一
九
七
七
年
度
）、
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
法
学

部
の
講
座
増
設
と
い
う
発
展
的
な
解
消
と
い
う
道
筋
を
経
て
、
一
九
七
八
年
度
の
概

算
要
求
に
お
い
て
石
炭
資
料
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
要
求
さ
れ
、
翌
年
五
四
年
度
の
概

算
要
求
が
通
り
、
一
九
七
五
年
三
月
三
一
日
に
産
業
労
働
研
究
所
は
使
命
を
終
え
、

四
月
一
日
付
け
で
学
内
共
同
利
用
施
設
と
し
て
新
た
に
発
足
し
た
石
炭
研
究
資
料
セ

【
資
料
紹
介
】
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二
八
編
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五
章
第
六
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付
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館
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ン
タ
ー
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
石
炭
資
料
の
蒐
集
・
整

理
・
保
存
な
ら
び
に
調
査
研
究
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
セ
ン
タ
ー
開
設
に
際
し
て
、

五
名
の
専
任
教
官
を
要
求
し
て
い
た
が
、
認
可
さ
れ
た
定
員
は
教
授
一
・
助
教
授
一
・

助
手
一
の
三
名
で
あ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
設
置
に
伴
い
中
楯
興
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
事

務
取
扱
に
な
り
、
同
年
五
月
二
四
日
に
経
済
学
部
の
秀
村
選
三
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長

に
選
出
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー
発
足
に
伴
い
、
飯
塚
市
の
麻
生
家
と
の
間
で
資
料
の
寄
託
の
話
が
持
ち

上
が
り
、
一
年
間
の
折
衝
の
結
果
、
寄
託
契
約
を
結
び
、
九
州
大
学
が
膨
大
な
量
の

一
級
資
料
で
あ
る
「
麻
生
家
文
書
」
を
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
資
料
叢
書
と
紀

要
の
刊
行
も
検
討
さ
れ
、
経
済
学
部
日
本
経
済
史
研
究
室
が
刊
行
し
て
い
た
『
エ
ネ

ル
ギ
ー
史
研
究
』
の
刊
行
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
（
セ
ン
タ
ー
名
で
の
編
集
は

昭
和
五
七
年
度
か
ら
）。
ま
た
セ
ン
タ
ー
長
委
嘱
の
も
と
に
「
学
外
研
究
員
」
と
い
う

制
度
を
設
け
、
学
外
か
ら
も
調
査
研
究
活
動
に
協
力
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

教
員
の
変
遷
（
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
か
ら
記
録
資
料
館
産
業
経
済
資
料
部
門
ま
で
）

東
定
宣
昌
が
一
九
七
九
年
一
一
月
一
六
日
付
け
で
セ
ン
タ
ー
助
教
授
と
し
て
着
任

し
た
。
今
野
孝
が
一
九
八
〇
年
四
月
一
日
付
け
で
助
手
に
採
用
さ
れ
た
。
教
授
の
補

充
が
適
任
者
不
在
で
捗
ら
な
い
中
、
今
後
教
授
人
事
を
進
め
る
上
で
支
障
が
な
い
限

り
で
認
め
る
と
い
う
条
件
付
き
で
、
教
授
定
員
を
助
手
に
流
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

鳥
巣
京
一
が
一
九
八
一
年
一
〇
月
一
六
日
付
け
で
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。
文
部

省
か
ら
教
授
ポ
ス
ト
に
助
教
授
を
当
て
る
と
い
う
弾
力
的
措
置
も
あ
り
う
る
と
い
う

助
言
を
受
け
、
教
授
ポ
ス
ト
に
助
教
授
を
あ
て
る
こ
と
に
な
り
、
一
九
八
三
年
四
月

一
日
付
け
で
荻
野
喜
弘
が
セ
ン
タ
ー
の
助
教
授
と
し
て
赴
任
し
、
鳥
巣
助
手
が
同
年

三
月
三
一
日
に
退
職
し
た
。
四
月
一
日
付
け
で
福
岡
市
立
博
物
館
設
置
準
備
室
（
福

岡
市
）
に
移
動
し
た
。
教
授
一
・
助
教
授
一
・
助
手
一
の
セ
ン
タ
ー
は
人
員
を
助
教

授
二
・
助
手
一
と
い
う
形
で
陣
容
を
整
え
る
に
至
っ
た
。
一
九
八
五
年
六
月
一
日
に

経
済
学
部
教
授
矢
田
俊
文
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。

東
定
、
荻
野
の
両
助
教
授
は
経
済
学
部
教
授
会
に
列
席
す
る
と
と
も
に
日
本
経
済

史
な
ど
の
授
業
も
担
当
し
た
。
今
野
孝
助
手
が
一
九
八
四
年
三
月
三
一
日
付
け
で
転

出
し
、
西
村
卓
が
同
年
六
月
一
日
付
け
で
助
手
と
し
て
採
用
さ
れ
、
一
九
八
五
年
三

月
三
一
日
に
西
村
助
手
は
辞
職
し
、
松
尾
純
広
が
五
月
一
日
に
赴
任
し
た
。
一
九
八

六
年
三
月
三
一
日
に
松
尾
助
手
が
退
職
し
た
。
七
月
一
六
日
に
井
奥
成
彦
が
助
手
に

就
任
し
た
。
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
七
月
一
六
日
、
一
九
九
一
年
七
月
一
六
日
に

井
奥
成
彦
は
再
任
さ
れ
、
一
九
九
二
年
三
月
三
一
日
ま
で
奉
職
し
た
。
同
年
七
月
一

六
日
付
で
原
康
記
が
着
任
し
、
一
九
九
五
年
三
月
三
一
日
に
退
職
し
た
。
同
年
五
月

一
六
日
に
新
鞍
拓
生
が
助
手
に
採
用
さ
れ
、
二
〇
〇
二
年
六
月
一
五
日
に
助
手
を
辞

職
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
一
二
月
一
日
に
助
手
に
採
用
さ
れ
た
。

東
定
宣
昌
助
教
授
が
一
九
九
三
年
四
月
一
日
に
セ
ン
タ
ー
の
教
授
に
昇
格
し
、
荻

野
喜
弘
助
教
授
は
同
日
に
経
済
学
部
の
教
授
と
し
て
就
任
し
た
。
一
九
九
五
年
四
月

一
日
に
外
川
健
一
が
講
師
と
し
て
着
任
し
、
翌
年
四
月
一
日
付
け
で
助
教
授
に
昇
進

し
た
。
セ
ン
タ
ー
長
は
東
定
教
授
が
長
く
務
め
た
が
、
二
〇
〇
三
年
六
月
一
日
に
荻

野
経
済
学
研
究
院
教
授
が
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
。
二
〇
〇
四
年
三
月
三
一
日
に

東
定
教
授
が
退
職
し
、
一
二
月
一
日
に
三
輪
宗
弘
が
一
二
月
一
日
付
け
で
教
授
と
し

て
着
任
し
た
。
二
〇
〇
五
年
九
月
三
〇
日
に
外
川
健
一
助
教
授
が
退
職
し
、
熊
本
大

学
に
転
出
し
た
。
同
年
一
一
月
三
〇
日
に
新
鞍
助
手
が
退
職
し
た
。
二
〇
〇
六
年
四

月
一
日
に
宮
地
英
敏
が
助
教
授
に
就
任
し
、
三
浦
壮
が
四
月
一
日
に
助
手
に
就
任
し

た
。
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
に
荻
野
教
授
が
初
代
記
録
資
料
館
長
に
就
任
し
、
二
〇

〇
七
年
三
月
三
一
に
荻
野
館
長
が
退
職
し
た
。
二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
に
三
輪
教
授
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が
記
録
資
料
館
長
に
就
任
し
た
。
二
〇
一
〇
年
三
月
三
一
日
に
三
浦
助
手
が
転
出
し
、

四
月
一
日
付
け
木
庭
俊
彦
が
助
教
と
し
て
着
任
し
た
。
二
〇
一
二
年
三
月
三
一
日
に

退
職
し
、
土
井
徹
平
が
同
年
一
二
月
一
日
付
け
で
着
任
し
た
。

新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
と
記
録
資
料
館
へ
の
改
組 

 

			



―
九
州
大
学
文
書
館
設
置
準
備
委
員
会
の
設
置
―

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
を
に
ら
み
、
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
旧
九

州
文
化
史
研
究
施
設
等
で
収
集
・
保
管
・
研
究
さ
れ
て
き
た
産
業
経
済
資
料
お
よ
び

歴
史
資
料
、
大
学
史
料
室
の
行
政
文
書
を
、
九
州
大
学
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
取

り
扱
う
の
か
、
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
九
州
大
学
文
書
館
設
置

準
備
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
第
一
回
の
委
員
会
が
二
〇
〇
一
（
平
成
一
三
）
年
六

月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
。
経
済
学
部
の
矢
田
俊
文
教
授
（
副
学
長
）
が
委
員
長
を

務
め
、
比
較
社
会
文
化
研
究
院
の
有
馬
学
教
授
と
セ
ン
タ
ー
の
東
定
教
授
が
副
委
員

長
に
選
出
さ
れ
た
。
第
一
回
委
員
会
で
は
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。
①

九
州
文
化
史
研
究
所
に
あ
る
貴
重
資
料
の
保
管
体
制
を
ど
う
す
る
の
か
、
②
大
学
史

料
室
に
あ
る
行
政
文
書
を
ど
う
発
展
・
充
実
さ
せ
て
い
く
の
か
、
③
新
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
の
移
転
を
睨
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
性
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
組
織
体
制
を
統

一
し
て
は
ど
う
か
、
④
石
炭
研
究
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し
て
、
研
究
院
制
度
を
利
用
し

た
改
組
を
行
い
、
大
学
史
料
室
、
九
州
文
化
史
研
究
所
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
を
活
か
せ
る

よ
う
な
も
の
を
考
え
る
。

同
設
置
準
備
委
員
会
「
小
委
員
会
」
で
の
検
討
や
そ
の
後
二
回
の
委
員
会
を
経
て
、

「
九
州
大
学
ア
ー
カ
イ
ブ
」
構
想
（
二
〇
〇
三
年
概
算
要
求
）
を
ま
と
め
上
げ
、
二
〇

〇
二
年
二
月
二
七
日
文
部
科
学
省
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
の
ぞ
ん
だ
。
し
か
し
同
省
は
二

〇
〇
四
年
四
月
か
ら
の
国
立
大
学
の
法
人
化
を
控
え
、
①
シ
リ
ー
ズ
も
の
は
全
大
学

に
波
及
し
、
財
政
負
担
を
生
じ
る
こ
と
。
②
廃
止
さ
れ
た
九
州
文
化
史
研
究
施
設
に

対
す
る
考
え
方
と
の
整
合
性
。
③
時
限
施
設
で
は
な
い
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
の

転
換
に
伴
う
リ
ス
ク
な
ど
を
指
摘
し
、
新
た
な
「
省
令
施
設
」
と
し
て
設
置
す
る
の

で
は
な
く
、
法
人
化
後
大
学
の
学
内
施
設
と
し
て
検
討
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
の

見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
「
省
令
施
設
」
と
し
て
の
設
置
す
る
こ
と
は
断
念

す
る
に
至
っ
た
。
第
四
回
（
二
〇
〇
三
年
四
月
一
四
日
）
委
員
会
で
は
「
法
人
化
後

の
新
体
制
の
も
と
で
の
新
組
織
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
以
下
の
よ
う
な
合
意
に
至
っ
た
。

一
．
大
学
史
料
室
は
「
記
録
資
料
館
」
と
は
独
立
の
組
織
に
す
る
。

二
．
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
、
九
州
文
化
史
施
設
の
行
っ
て
き
た
機
能
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
強
化
し
、
さ
ら
に
法
人
化
・
統
合
移
転
を
展
望
し
て
、
組
織

お
よ
び
施
設
の
整
備
・
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
一
体
化
す
る
と
と
も
に
、
附

属
図
書
館
に
統
合
す
る
。

三
．
統
合
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
は
、
附
属
図
書
館
の
内
部
に
「
記
録
資
料
館
」

と
い
う
独
自
の
組
織
を
設
置
し
、
こ
こ
に
「
産
業
経
済
資
料
部
門
」「
九
州
文
化

史
部
門
」「
政
治
・
行
政
資
料
部
門
」
を
置
く
と
と
も
に
、
附
属
図
書
館
の
機
能

で
あ
っ
た
「
古
文
書
・
古
記
録
部
門
」
を
加
え
た
四
部
門
構
成
と
す
る
。

四
．
図
書
館
の
研
究
開
発
部
門
の
充
実
を
図
る
。
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ア
ン
の
養
成
の
核
と
し
て
の
役
割
を
研
究
開
発
部
門
は
果
た
す
。

五
．
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、
学
芸
員
、
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
等
の
専

門
職
大
学
院
の
設
置
を
構
想
す
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、「
記
録
資
料

館
」、
大
学
史
料
室
、
総
合
博
物
館
、
お
よ
び
人
文
科
学
研
究
院
、
比
較
社
会
文

化
研
究
院
等
が
協
力
し
て
、
早
急
に
こ
う
し
た
構
想
を
具
体
化
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
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以
上
の
五
点
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
に
蓄
積
し
た
貴
重
な
資
料
を
系
統
的
に
整

理
・
保
存
し
、
研
究
者
や
市
民
に
積
極
的
に
公
開
し
て
い
く
こ
と
が
、
法
人
化

の
中
で
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
「
大
学
の
社
会
貢
献
」
の
重
要
な
柱
に
な
る
。

上
述
の
合
意
が
そ
の
後
の
審
議
の
方
向
を
定
め
、
最
後
の
第
八
回
（
二
〇
〇
四
年

三
月
一
一
日
）
ま
で
検
討
が
続
け
ら
れ
、「
学
内
施
設
と
し
て
の
設
置
」
が
よ
い
と
の

結
論
に
至
り
、
以
下
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

一
．
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
、
旧
九
州
文
化
史
研
究
施
設
の
行
っ
て
き
た
機

能
に
つ
い
て
は
、
研
究
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
の
強
化
・
充
実
を
図
る
た
め
に
一
体

化
し
附
属
図
書
館
に
統
合
す
る
。

二
．
統
合
の
形
と
し
て
は
、
附
属
図
書
館
に
付
設
す
る
四
部
門
（
上
述
と
同
じ
）

構
成
の
「
記
録
資
料
館
」
と
す
る
。
組
織
は
、
専
任
教
員
の
ほ
か
複
担
教
員
の

参
画
を
得
る
。

三
．
附
属
図
書
館
の
研
究
開
発
部
門
と
連
携
し
「
記
録
資
料
館
」
に
お
い
て
は
、

上
記
四
部
門
に
関
す
る
研
究
機
能
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
、

学
芸
員
、
サ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
等
の
高
度
専
門
職
業
人
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
を
す
す
め
る
な
ど
人
材
育
成
に
も
配
慮
す
る
。

二
〇
〇
四
（
平
成
一
六
）
年
三
月
二
二
日
開
催
の
第
一
八
五
回
附
属
図
書
館
商
議

委
員
会
で
「
記
録
資
料
館
を
図
書
館
内
部
に
設
置
す
る
が
資
料
の
保
存
と
研
究
は
図

書
館
と
は
分
離
し
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
独
立
し
た
機
能
を
発
揮
す
る
よ
う
に
し
た
い
」

と
い
う
方
向
が
承
認
さ
れ
た
。
同
年
五
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
企
画
専
門
委
員
会

で
以
下
の
点
が
審
議
さ
れ
た
。
①
記
録
資
料
館
の
収
集
・
管
理
・
公
開
と
い
う
大
学

の
社
会
的
責
務
を
真
摯
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
②
新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
よ

り
各
部
局
が
個
々
に
収
集
・
管
理
し
て
き
た
貴
重
な
記
録
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
全
学
的
な
記
録
資
料
の
収
集
・
管
理
体
制
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。

「
記
録
資
料
館
・
大
学
史
料
室
検
討
会
」（
座
長　

今
西
裕
一
郎
理
事
）
が
二
〇
〇

四
年
六
月
一
四
日
に
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
一
連
の
討
議
や
議
論
を
ま
と
め
て
「
記

録
資
料
館
設
置
構
想
」（
二
〇
〇
五
年
一
月
）
を
提
案
し
た
。
石
炭
研
究
資
料
セ
ン

タ
ー
が
産
業
経
済
資
料
部
門
と
な
り
、
教
授
一
・
助
教
授
一
・
助
手
一
・
複
担
二
（
経

済
学
研
究
院
教
授
一
・
助
教
授
一
）、
九
州
文
化
史
研
究
施
設
は
助
手
一
名
・
複
担
二

（
比
較
社
会
文
化
学
府
教
授
一
・
助
教
授
一
）、
法
学
部
法
制
史
料
室
が
法
制
資
料
部

門
複
担
（
法
学
研
究
院
教
授
一
・
助
教
授
一
）、
図
書
館
研
究
開
発
室
の
一
部
か
ら
古

文
書
・
古
記
録
部
門
複
担
二
（
人
文
科
学
研
究
院
教
授
一
・
助
教
授
一
）
の
配
置
が

示
さ
れ
た
。
以
下
の
四
点
の
方
向
で
検
討
が
行
わ
れ
た
。
①
二
〇
〇
五
年
度
を
目
途

に
附
属
図
書
館
の
付
設
施
設
と
し
て
の
組
織
化
を
進
め
る
。
②
物
理
的
な
部
門
の
集

合
は
、
中
央
（
文
系
）
図
書
館
設
置
時
に
向
け
た
時
点
と
す
る
。
③
現
時
点
で
は
事

務
部
の
中
央
図
書
館
へ
の
組
織
変
更
は
行
わ
な
い
。
④
現
時
点
で
は
、
高
度
専
門
職

業
人
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
は
踏
み
込
ま
な
い
。
⑤
予
算
や
経
費
に
つ
い
て
現
行

の
附
属
図
書
館
共
通
経
費
か
ら
は
配
分
し
な
い
。

ま
た
記
録
資
料
館
の
事
務
体
制
に
つ
い
て
は
、
関
連
す
る
事
務
担
当
者
の
話
し
合

い
の
結
果
、
二
〇
〇
五
年
三
月
一
六
日
に
以
下
の
合
意
を
み
た
。
新
キ
ャ
ン
パ
ス
の

中
央
（
文
系
）
図
書
館
設
置
ま
で
の
間
、
旧
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
の
事
務
職
員

二
名
お
よ
び
旧
九
州
文
化
史
研
究
施
設
の
事
務
補
佐
員
一
名
は
記
録
資
料
館
事
務
部

に
所
属
替
え
し
、
貝
塚
地
区
事
務
部
は
、
記
録
資
料
館
の
教
職
員
の
日
常
的
業
務
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
。
図
書
館
事
務
部
は
、
記
録
資
料
館
の
総
括
的
事
務
を
行
い
、
交
渉

や
折
衝
の
窓
口
と
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
二
〇
〇
五
年
四
月
一
日
、
石
炭
研
究
資
料
セ
ン
タ
ー
、
旧
九
州
文
化
史

研
究
施
設
等
を
統
合
し
、
記
録
資
料
館
が
附
属
図
書
館
に
付
設
さ
れ
た
。
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（
三
）
附
属
図
書
館
付
設
記
録
資
料
館
誕
生
後

統
合
と
ス
ペ
ー
ス
確
保

記
録
資
料
館
発
足
後
、
統
合
の
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、
当

初
予
定
し
て
い
た
保
存
図
書
館
二
階
の
図
書
事
務
室
・
学
生
閲
覧
室
が
建
物
老
朽
化

に
よ
る
強
度
低
下
の
懸
念
か
ら
収
蔵
庫
と
し
て
の
利
用
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
た
。
そ
の
上
二
〇
〇
六
（
平
成
一
八
）
年
に
福
岡
県
西
方
沖
地
震
の
た
め
に
、
旧

応
用
力
学
研
究
所
の
建
物
が
損
傷
し
、
ま
た
耐
震
強
度
な
ど
の
問
題
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
た
。
同
年
三
月
三
日
、
一
二
月
七
日
付
け
で
キ
ャ
ン
パ
ス
計
画
及
び
施
設
管

理
委
員
会
委
員
長
有
川
節
夫
に
「
記
録
資
料
館
に
係
る
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て

（
依
頼
）」
を
提
出
し
、
旧
工
学
部
中
央
図
書
館
（
保
存
図
書
館
）
や
旧
工
学
部
跡
地

に
三
千
平
方
メ
ー
ト
ル
弱
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
を
要
望
し
た
。
様
々
な
新
た
な
問
題
に

直
面
し
た
が
、
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
取
り
組
み
は
断
続
的
に
行
わ
れ
た
が
、
工
学
系
跡

地
利
用
公
募
（
二
〇
〇
七
年
五
月
一
四
日
に
「
九
州
大
学
工
学
系
跡
地
利
用
願
」
を

出
す
）
で
利
用
許
可
を
得
た
旧
工
学
部
本
館
地
下
一
階
が
二
〇
〇
八
年
七
月
と
八
月

の
豪
雨
の
た
め
二
度
も
浸
水
す
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
対
応
策
を
相
談
し
た
資

産
管
理
課
か
ら
工
学
部
四
号
館
へ
の
再
移
転
の
打
診
を
受
け
、
九
月
一
六
日
付
け
で

有
川
節
夫
委
員
長
に
要
望
書
を
提
出
し
、
四
号
館
三
階
（
五
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の

収
蔵
ス
ペ
ー
ス
）
へ
の
移
転
が
認
め
ら
れ
た
。
三
浦
助
手
が
資
料
の
移
転
計
画
を
練

り
、
二
〇
〇
七
年
度
に
改
修
工
事
や
棚
の
移
設
新
設
を
行
い
、
資
料
の
移
動
を
二
〇

〇
八
年
二
月
か
ら
開
始
し
、
二
〇
〇
八
年
度
い
っ
ぱ
い
か
け
て
資
料
の
箱
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
の
移
動
を
終
え
た
。
そ
の
際
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
ま
で
見
越
し
て
引
越

し
作
業
を
す
す
め
た
。

資
料
の
収
集
と
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
公
開

記
録
資
料
館
に
な
っ
て
か
ら
、
三
池
争
議
関
係
や
裁
判
関
係
の
資
料
か
ら
な
る
三

井
三
池
労
働
組
合
解
散
資
料
（
二
〇
〇
五
年
四
月
に
解
散
）
が
二
〇
〇
五
（
平
成
一

七
）
年
に
寄
贈
さ
れ
た
。
関
連
資
料
と
し
て
二
〇
〇
五
年
一
一
月
に
浦
川
守
資
料
（
元

組
合
長
で
県
会
議
員
）
も
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
寄
贈
を
受
け
た
三
池
労
働
組

合
資
料
と
一
体
と
な
り
、
三
井
三
池
労
働
組
合
資
料
は
質
と
量
と
も
に
、
記
録
資
料

館
の
持
つ
最
も
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
よ
り
充
実
し
た
。
こ
の
際
寄

贈
さ
れ
た
同
組
合
の
機
関
紙
「
み
い
け
」（
一
九
四
八
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
一
三

八
九
号
を
刊
行
）
を
二
〇
〇
七
年
二
月
か
ら
翌
年
七
月
に
か
け
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

し
、
九
州
大
学
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
附
属
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
三
池
争
議
、
炭
塵
爆
発
事
故
、
三
池
Ｃ
Ｏ
訴
訟
な

ど
で
簡
易
検
索
で
き
、
利
用
の
便
も
図
っ
た
。

二
〇
〇
七
年
に
は
福
岡
県
か
ら
戦
後
労
働
組
合
関
係
資
料
の
寄
贈
を
受
け
た
。
二

〇
〇
八
年
五
月
に
約
一
千
点
の
筑
豊
じ
ん
肺
訴
訟
裁
判
記
録
も
弁
護
団
の
小
宮
学
弁

護
士
か
ら
提
供
さ
れ
た
。

二
〇
〇
九
年
度
予
算
か
ら
毎
年
、
産
業
経
済
資
料
部
門
か
ら
九
州
文
化
史
資
料
部

門
に
一
〇
〇
万
円
を
移
算
し
、
両
部
門
で
二
〇
〇
万
円
以
上
の
経
費
を
計
上
し
て
劣

化
し
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
複
製
作
業
を
加
速
さ
せ
た
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の

選
定
に
際
し
て
、
記
録
資
料
館
の
両
部
門
し
か
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
全
国
的
に
貴
重

な
も
の
だ
け
に
対
象
を
絞
り
、
新
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
ま
で
に
デ
ュ
ー
プ
を
終
わ
ら
せ

る
と
い
う
目
的
を
掲
げ
、
両
部
門
で
一
年
間
お
よ
そ
二
五
〇
リ
ー
ル
の
複
製
を
作
成

し
、
約
四
年
間
か
け
て
作
業
を
終
え
た
。

二
〇
〇
六
年
度
か
ら
二
〇
〇
九
年
度
に
か
け
て
、
炭
鉱
関
係
絵
葉
書
、
炭
鉱
札
、

炭
鉱
地
図
、
労
働
組
合
機
関
紙
（
三
井
三
池
炭
鉱
の
旧
労
組
に
加
え
て
新
労
組
）、
海
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軍
燃
料
廠
研
究
部
の
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ン
タ
ネ
ッ
ト
で
の
画
像
の
配
信
に
も

取
り
組
ん
だ
。
九
州
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
「
新
炭
素
資
源
学
―
石
炭
エ
コ
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
―
」
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
紙
媒
体
で
蓄
積
さ
れ
て
き
た
三
〇
万

点
を
超
え
る
炭
素
資
源
産
地
（
石
炭
産
地
）
資
料
の
中
か
ら
貴
重
資
料
を
画
像
電
子

化
す
る
こ
と
が
、
二
〇
一
〇
年
の
概
算
要
求
「
炭
素
資
源
産
地
（
筑
豊
石
炭
産
地
）

関
係
貴
重
資
料
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
及
び
デ
ジ
タ
ル
化
、
そ
れ
に
と
も
な
う
キ
ー

ワ
ー
ド
抽
出
作
業
」
が
認
め
ら
れ
た
。
九
州
文
化
史
資
料
部
門
で
石
炭
採
掘
関
係
の

記
録
が
あ
る
古
野
家
文
書
、
楠
野
家
文
書
を
画
像
と
し
て
九
州
大
学
機
関
デ
ポ
ジ
ッ

ト
リ
で
公
開
し
た
。
宮
崎
太
郎
文
書
の
中
の
労
働
組
合
機
関
紙
、
中
小
炭
鉱
で
あ
る

共
同
石
炭
の
貴
重
資
料
を
撮
影
・
画
像
電
子
デ
ー
タ
化
を
行
っ
た
。
九
州
地
域
に
お

け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
成
長
の
記
録
で
あ
り
、
近
代
日
本
の
成
長
を
支
え
た
石
炭

産
業
を
鳥
瞰
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
四
月
一
日
か
ら
三
輪
宗
弘
教
授
が
館
長
に
就
任
し
た
。

二
〇
一
一
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
統
合
新
領
域
学
府
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

専
攻
の
立
ち
上
げ
に
、
三
輪
教
授
は
か
か
わ
り
、
主
に
ア
ー
カ
イ
ブ
や
記
録
管
理
関

係
の
情
報
収
集
に
努
め
、
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
養
成
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
な
ど
を
調

べ
た
。


